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(54)【発明の名称】 カラー液晶ディスプレイの駆動回路、表示装置及びカラー液晶ディスプレイの駆動方法

(57)【要約】
【課題】  基板実装面積を削減し、カラー液晶ディスプ
レイの解像度や階調電圧の個数が異なっても共通の基板
やＴＣＰを用いることができ、基板やＴＣＰ、表示装置
を安価に構成できるようにする。
【解決手段】  開示されるカラー液晶ディスプレイの駆
動回路は、データ電極駆動回路２２において、制御回路
２１から供給される、階調情報Ａ５～Ａ０と階調電圧情
報Ｄ７～Ｄ０とからなるシリアルデータＳＤＡＴＡに基
づいて階調電圧特性に応じた階調電圧Ｖ

Ｒ０
～

Ｖ
Ｒ１７
、Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
を生成

する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数個の階調電圧の中から映像信号に基
づいて選択した階調電圧を用いてカラー液晶ディスプレ
イを駆動するデータ電極駆動回路を有するカラー液晶デ
ィスプレイの駆動回路であって、
前記データ電極駆動回路は、供給されるデジタルの階調
電圧設定データに基づいて階調電圧特性に応じた前記複
数個の階調電圧を生成することを特徴とするカラー液晶
ディスプレイの駆動回路。
【請求項２】  デジタル映像データの赤データ、緑デー
タ、青データに対して、カラー液晶ディスプレイの印加
電圧に対する赤、緑、青の透過率の特性に適合するよう
に補正するガンマ補正をそれぞれ独立に施すことにより
得られたデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号を
用いて前記カラー液晶ディスプレイを駆動するカラー液
晶ディスプレイの駆動回路であって、
前記カラー液晶ディスプレイとは別個に設けられ、前記
デジタル映像データの表示と関わらない無効期間中に、
前記赤データ、緑データ、青データのガンマ補正に関す
る情報を出力する制御回路と、
前記カラー液晶ディスプレイの近傍に設けられ、前記赤
データ、緑データ、青データのガンマ補正に関する情報
に基づいて、前記赤データ、緑データ、青データに対し
て、前記ガンマ補正を施すことにより得られたデータ赤
信号、データ緑信号、データ青信号を用いて前記カラー
液晶ディスプレイを駆動するデータ電極駆動回路とを備
えてなることを特徴とするカラー液晶ディスプレイの駆
動回路。
【請求項３】  前記制御回路は、前記カラー液晶ディス
プレイの裏面に取り付けられたバックライトの裏面上部
に取り付けられたプリント基板上に搭載され、
前記データ電極駆動回路は、前記赤データ、緑データ、
青データのうち、前記カラー液晶ディスプレイのデータ
電極に対応した前記赤データ、緑データ、青データに対
して前記ガンマ補正を施すことにより階調性を付与する
とともにアナログのデータ赤信号、データ緑信号、デー
タ青信号に変換して出力する複数個のデータ電極駆動部
から構成され、
前記複数個のデータ電極駆動部は、前記プリント基板と
前記カラー液晶ディスプレイとを電気的に接続する対応
するフィルムキャリアテープ上にそれぞれ搭載されてい
ることを特徴とする請求項２記載のカラー液晶ディスプ
レイの駆動回路。
【請求項４】  前記赤データ、緑データ、青データのガ
ンマ補正に関する情報は、前記赤データ、緑データ、青
データのうちのいずれの階調電圧を設定するかを指示す
る階調情報と、複数個の階調電圧のいずれの値を選択す
るかを指示する階調電圧情報とからなることを特徴とす
る請求項２又は３記載のカラー液晶ディスプレイの駆動
回路。
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【請求項５】  前記制御回路は、前記階調情報及び前記
階調電圧情報を、シリアルデータとして前記データ電極
駆動回路に供給することを特徴とする請求項４記載のカ
ラー液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項６】  各データ電極駆動部は、
前記シリアルデータをパラレルの階調情報及び階調電圧
情報に変換して出力するシフトレジスタと、
前記赤データ、緑データ、青データの複数個の階調電圧
として、いずれの値の階調電圧を選択するかを示す選択
信号が予め記憶された記憶部と、
前記階調情報をデコードして、前記赤データ、緑デー
タ、青データの複数個の階調電圧のうちのいずれを選択
するかを指示する選択情報を出力するデコーダと、
前記選択情報に従って前記記憶部から読み出された選択
信号に基づいて、いずれかの値の階調電圧を選択して、
複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧として出
力するマルチプレクサと、
前記複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧に基
づいて、前記赤データ、緑データ、青データに、ガンマ
補正を施すことにより階調性を付与するとともにアナロ
グのデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号に変換
して出力するデータ信号出力部とを備えてなることを特
徴とする請求項５記載のカラー液晶ディスプレイの駆動
回路。
【請求項７】  前記制御回路は、前記階調電圧情報を、
前記赤データ、緑データ、青データを前記データ電極駆
動回路に供給する配線を利用して供給することを特徴と
する請求項４記載のカラー液晶ディスプレイの駆動回
路。
【請求項８】  前記赤データ、緑データ、青データを前
記データ電極駆動回路に取り込むために使用されるクロ
ックが前記データ電極駆動回路内部でカウントされるカ
ウント数と、前記赤データ、緑データ、青データの階調
電圧情報が前記データ電極駆動回に供給される順番とを
一対一に対応させるとともに、前記カウント数を前記階
調情報とすることを特徴とする請求項４又は７記載のカ
ラー液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項９】  各データ電極駆動部は、
前記赤データの複数個の赤階調電圧として、いずれの値
の階調電圧を選択するかを示す選択信号が予め記憶され
た赤階調電圧情報記憶部と、
前記緑データの複数個の緑階調電圧として、いずれの値
の階調電圧を選択するかを示す選択信号が予め記憶され
た緑階調電圧情報記憶部と、
前記青データの複数個の青階調電圧として、いずれの値
の階調電圧を選択するかを示す選択信号が予め記憶され
た青階調電圧情報記憶部と、
供給されるクロックの個数をカウントし、そのカウント
数に応じて、複数個の階調電圧のうちのいずれを選択す
るかを指示する選択情報を出力する階調情報カウント部
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と、
前記選択情報に従って前記赤階調電圧情報記憶部、緑階
調電圧情報記憶部、青階調電圧情報記憶部から読み出さ
れた選択信号に基づいて、いずれかの値の階調電圧を選
択して、複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧
として出力するマルチプレクサと、
前記複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧に基
づいて、前記赤データ、緑データ、青データに、ガンマ
補正を施すことにより階調性を付与するとともにアナロ
グのデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号に変換
して出力するデータ信号出力部とを備えてなることを特
徴とする請求項８記載のカラー液晶ディスプレイの駆動
回路。
【請求項１０】  前記ガンマ補正は、前記赤データ、緑
データ、青データに対して、入力画像の輝度に対する再
生画像の輝度の特性を任意に付与するために補正するガ
ンマ補正をも含むことを特徴とする請求項２乃至９のい
ずれか１に記載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路。
【請求項１１】  請求項１乃至１０のいずれか１に記載
のカラー液晶ディスプレイの駆動回路を備えてなること
を特徴とする表示装置。
【請求項１２】  デジタル映像データの赤データ、緑デ
ータ、青データに対して、カラー液晶ディスプレイの印
加電圧に対する赤、緑、青の透過率の特性に適合するよ
うに補正するガンマ補正をそれぞれ独立に施すことによ
り得られたデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号
を用いて前記カラー液晶ディスプレイを駆動するカラー
液晶ディスプレイの駆動方法であって、
前記デジタル映像データの表示と関わらない無効期間中
に、前記赤データ、緑データ、青データのガンマ補正に
関する情報を、前記カラー液晶ディスプレイとは別個に
設けられた制御回路から、前記カラー液晶ディスプレイ
の近傍に設けられ、前記赤データ、緑データ、青データ
のガンマ補正に関する情報に基づいて、前記赤データ、
緑データ、青データに対して、前記ガンマ補正を施すこ
とにより得られたデータ赤信号、データ緑信号、データ
青信号を用いて前記カラー液晶ディスプレイを駆動する
データ電極駆動回路に供給することを特徴とするカラー
液晶ディスプレイの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、カラー液晶ディ
スプレイの駆動回路、表示装置及びカラー液晶ディスプ
レイの駆動方法に関し、詳しくは、ガンマ補正を施した
デジタル映像データに基づいてカラー液晶ディスプレイ
を駆動するカラー液晶ディスプレイの駆動回路、このよ
うなカラー液晶ディスプレイの駆動回路を備えた表示装
置及びカラー液晶ディスプレイの駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１７は、特願平１１－３１６８７３号
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に開示された従来のカラー液晶ディスプレイ１の駆動回
路の構成例を示すブロック図である。この例のカラー液
晶ディスプレイ１は、例えば、薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）をスイッチ素子に用いたアクティブマトリックス駆
動方式のカラー液晶ディスプレイであり、行方向に所定
間隔で設けられた複数本の走査電極（ゲート線）と列方
向に所定間隔で設けられた複数本のデータ電極（ソース
線）とで囲まれた領域を画素とし、各画素ごとに、等価
的に容量性負荷である液晶セルと、対応する液晶セルを
駆動するＴＦＴと、データ電荷を１垂直同期期間の間蓄
積するコンデンサとを配列し、デジタル映像データの赤
データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
に基づいて生

成されるデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号が
データ電極に印加されるとともに、水平同期信号Ｓ

Ｈ
及

び垂直同期信号Ｓ
Ｖ
に基づいて生成される走査信号が走

査電極に印加されることにより、カラーの文字や画像等
を表示するものである。また、この例のカラー液晶ディ
スプレイ１は、印加電圧を加えない状態においてその透
過率が低い、いわゆるノーマリー・ブラック型である。
【０００３】また、この例のカラー液晶ディスプレイ１
の駆動回路は、制御回路２と、階調電源回路３と、デー
タ電極駆動回路４と、走査電極駆動回路５とから概略構
成されている。制御回路２は、例えば、ＡＳＩＣ（Appl
ication Specific Integrated Circuit）からなり、外
部から供給されるそれぞれ８ビットの赤データＤ

Ｒ
、緑

データＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をデータ電極駆動回路４に供

給するとともに、外部から供給される水平同期信号Ｓ
Ｈ

及び垂直同期信号Ｓ
Ｖ
等に基づいて、水平走査パルスＰ

Ｈ
、垂直走査パルスＰ

Ｖ
及びカラー液晶ディスプレイ１

を交流駆動するための極性反転パルスＰＯＬを生成して
データ電極駆動回路４及び走査電極駆動回路５に供給す
る。また、制御回路２は、赤データＤ

Ｒ
、緑データ

Ｄ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
にそれぞれ別個独立にガンマ補正を

施すことにより階調性を付与するための赤階調電圧デー
タＤ

ＧＲ
、緑階調電圧データＤ

ＧＧ
、青階調電圧データ

Ｄ
ＧＢ
を階調電源回路３に供給する。なお、この例にお

けるガンマ補正は、入力画像の輝度に対する再生画像の
輝度の特性を任意に付与するために補正するガンマ補正
（以下、第１のガンマ補正）と、カラー液晶ディスプレ
イ１の赤、緑、青のそれぞれの印加電圧Ｖに対する透過
率Ｔの特性（Ｖ－Ｔ特性）に適合したガンマ補正（以
下、第２のガンマ補正）とを含むものとする。
【０００４】階調電源回路３は、図１８に示すように、
デジタル／アナログ変換器（ＤＡＣ）１１

１
～１１

３
と、ボルテージフォロア１２

１
～１２

５４
とから構成

されている。ＤＡＣ１１
１
は、制御回路２から供給され

る赤階調電圧データＤ
ＧＲ
をアナログの赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
に変換してそれぞれボルテージフォロア

１２
１
～１２

１８
に供給する。同様に、ＤＡＣ１１

２
は、制御回路２から供給される緑階調電圧データＤ



(4) 特開２００２－１５６９４８

10

20

30

40

50

5

ＧＧ
をアナログの緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
に変換し

てそれぞれボルテージフォロア１２
１９
～１２

３６
に供

給する。ＤＡＣ１１
３
は、制御回路２から供給される青

階調電圧データＤ
ＧＢ
をアナログの青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～

Ｖ
Ｂ１７
に変換してそれぞれボルテージフォロア１２

３７
～１２

５４
に供給する。ボルテージフォロア１２

１

～１２
５４
は、ガンマ補正のための対応する赤階調電圧

Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階

調電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそのままデータ電極駆動回路

４に供給する。
【０００５】データ電極駆動回路４は、ｋ個（ｋは自然
数）のデータ電極駆動部４

１
～４

ｋ
から構成されてい

る。各データ電極駆動部４
１
～４

ｋ
は、制御回路２から

供給される赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ

のうち、カラー液晶ディスプレイ１の対応するデータ電
極に対応した赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
に対して、階調電源回路３から供給される赤階調電圧
Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階

調電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
に基づいて、ガンマ補正を施す

ことにより階調性を付与するとともにアナログの３８４
個のデータ信号に変換して出力する。例えば、カラー液
晶ディスプレイ１がＳＸＧＡ（super extended graphic
s array）と呼ばれ、解像度が１２８０×１０２４画素
である場合には、１画素が３個の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）のドット画素により構成されているので、その
ドット画素数は、３８４０×１０２４画素である。した
がって、この場合、データ電極駆動回路４は、（３８４
０画素÷３８４個のデータ信号）であることから、１０
個のデータ電極駆動部４

１
～４

１０
から構成されること

になる。データ電極駆動部４
１
～４

１０
は、各構成要素

の添え字が異なるとともに、入出力される信号の添え字
が異なる以外は同一構成であるので、以下ではデータ電
極駆動部４

１
についてのみ説明する。

【０００６】データ電極駆動部４
１
は、図１９に示すよ

うに、マルチプレクサ（ＭＰＸ）１３
１
～１３

３
と、８

ビットのＤＡＣ１４
１
～１４

３
と、ボルテージフォロア

１５
１
～１５

３８４
とから概略構成されている。ＭＰＸ

１３
１
は、階調電源回路３から供給される赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
のうち、赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ８
の組

又は赤階調電圧Ｖ
Ｒ９
～Ｖ

Ｒ１７
の組を、制御回路２か

ら供給される極性反転パルスＰＯＬに基づいて切り替え
てＤＡＣ１４

１
に供給する。同様に、ＭＰＸ１３

２
は、

階調電源回路３から供給される緑階調電圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
のうち、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ８
の組又は緑階

調電圧Ｖ
Ｇ９
～Ｖ

Ｇ１７
の組を、制御回路２から供給さ

れる極性反転パルスＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ
１４

２
に供給する。ＭＰＸ１３

３
は、階調電源回路３か

ら供給される青階調電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
のうち、青階

調電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ８
の組又は青階調電圧Ｖ

Ｂ９
～Ｖ

Ｂ１７
の組を、制御回路２から供給される極性反転パル
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スＰＯＬに基づいて切り替えてＤＡＣ１４

３
に供給す

る。
【０００７】ＤＡＣ１４

１
は、制御回路２から供給され

る８ビットの赤データＤ
Ｒ
に、ＭＰＸ１３

１
から供給さ

れる赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ８
の組又は赤階調電圧Ｖ

Ｒ９
～Ｖ

Ｒ１７
の組に基づいて、ガンマ補正を施すこと

により階調性を付与するとともにアナログのデータ赤信
号に変換して対応するボルテージフォロア１５

１
、１５

４
、１５

７
、…、１５

３８２
に供給する。同様に、ＤＡ

Ｃ１４
２
は、制御回路２から供給される８ビットの緑デ

ータＤ
Ｇ
に、ＭＰＸ１３

２
から供給される緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ８
の組又は緑階調電圧Ｖ

Ｇ９
～Ｖ

Ｇ１７
の組

に基づいて、ガンマ補正を施すことにより階調性を付与
するとともにアナログのデータ緑信号に変換して対応す
るボルテージフォロア１５

２
、１５

５
、１５

８
、…、１

５
３８３
に供給する。ＤＡＣ１４

３
は、制御回路２から

供給される８ビットの青データＤ
Ｂ
に、ＭＰＸ１３

３
か

ら供給される青階調電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ８
の組又は青階調

電圧Ｖ
Ｂ９
～Ｖ

Ｂ１７
の組に基づいて、ガンマ補正を施

すことにより階調性を付与するとともにアナログのデー
タ青信号に変換して対応するボルテージフォロア１
５
３
、１５

６
、１５

９
、…、１５

３８４
に供給する。ボ

ルテージフォロア１５
１
～１５

３８４
は、ＤＡＣ１４

１

～１４
３
から供給される対応するデータ赤信号、データ

緑信号、データ青信号をそのままカラー液晶ディスプレ
イ１の対応するデータ電極に印加する。図１７に示す走
査電極駆動回路５は、制御回路２から供給される垂直走
査パルスＰ

Ｖ
のタイミングで、走査信号を順次生成して

カラー液晶ディスプレイ１の対応する走査電極に順次印
加する。
【０００８】そして、上記構成のカラー液晶ディスプレ
イの駆動回路を備えた表示装置においては、図２０に示
すように、制御回路２及び階調電源回路３がプリント基
板１６上に搭載されるのに対し、データ電極駆動部４

１

～４
１０
は、プリント基板１６とカラー液晶ディスプレ

イ１とを電気的に接続する１０個のフィルムキャリアテ
ープ上にそれぞれ搭載され、ＴＣＰ（Tape Carrier Pac
kage）１７

１
～１７

１０
として実装されている。プリン

ト基板１６は、図２１に示すように、カラー液晶ディス
プレイ１の裏面に取り付けられた断面略くさび型状のバ
ックライト１８の裏面上部に取り付けられる。このバッ
クライト１８は、白色電球等の点光源や蛍光ランプ等の
線光源と、これらの光源から放射される光を拡散して面
光源化する光拡散部材とからなり、非発光表示素子であ
るカラー液晶ディスプレイ１の裏面側からカラー液晶デ
ィスプレイ１の裏面を均一に照明するものである。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】上記したように、従来
においては、階調電源回路３とデータ電極駆動部４

１
～

４
１０
とが別個独立に設けられていたために、階調電源
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回路３から出力される５４個の赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
を１０個のデータ電極駆動部４

１
～４

１０
にそれぞれ供給する必要がある。この階調電圧の供

給方法として、以下に示す２つの方法が考えられるが、
それぞれ以下に示す欠点がある。
【００１０】まず、第１に、プリント基板１６の表層に
５４本の配線を形成し、各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
に接

続する方法がある。現在採用されている代表的な配線間
ピッチは、３本の配線当たり１．２７ｍｍである。そこ
で、この配線ピッチで５４本の配線をプリント基板１６
の表層に形成すると、５４個の赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
を１本の配線でシリアル転送する場合に

比べて２ｃｍ以上もプリント基板１６の奥行きＤ
Ｐ
（図

２０参照）が長くなる。これにより、図２１に示すよう
に、プリント基板１６がバックライト１８の裏面上部に
取り付けられる面積が広くなる。バックライト１８は、
単にカラー液晶ディスプレイの裏面を均一に照明するだ
けでなく、表示装置の裏面部分を平面に保つための役割
も担っており、同一の画面サイズを有するカラー液晶デ
ィスプレイを備えた表示装置において共通で用いられる
のが一般である。ところが、上記したように、カラー液
晶ディスプレイのタイプ、すなわち、解像度が異なるご
とにプリント基板１６の奥行きＤ

Ｐ
が異なることになれ

ば、各タイプごとにバックライト１８の形状を異ならせ
る必要があり、このことが表示装置のコストアップの要
因となるおそれがある。
【００１１】また、現在採用されている代表的なＴＣＰ
の端子間のピッチは、外圧によりＴＣＰの各端子とプリ
ント基板１６の各端子どうしを接触させて電気的導通を
得る圧接技術の関係上、３００μｍが限界である。した
がって、プリント基板１６の表層に形成された５４本の
配線が接続された各端子と、ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の

上部に設けられた各端子とを圧接技術により接続する
と、１．６ｃｍ以上も各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
（図２０参照）が広くなる。これにより、１０個のデ
ータ電極駆動部４

１
～４

１０
を設ける必要があるＳＸＧ

Ａタイプの１８型カラー液晶ディスプレイの場合、１６
ｃｍ以上もＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の取付幅が広くなる

ため、プリント基板１６の幅Ｗ
Ｐ
方向（図２０参照）に

１０個のＴＣＰ１７
１
～１７

１０
を並べて設けることが

物理的に不可能になるおそれがある。
【００１２】第２に、プリント基板１６の内層に５４本
の配線を形成し、各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
に接続する

方法がある。この場合、プリント基板１６の内層に形成
された５４本の配線とＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の上部に

設けられた各端子とを接続するために、プリント基板１
６の内層に形成された５４本の配線を、スルーホールを
介してプリント基板１６の表層に形成され対応する５４

8
個の端子に接続された５４本の配線とを接続する必要が
ある。現在採用されている代表的なスルーホールの径
は、０．８ｍｍであるから、この径０．８ｍｍのスルー
ホールを５４個も並列してプリント基板１６上に形成す
れば、すべてのスルーホールを形成するのに要する面積
もそれだけ広く必要になる。さらに、以上説明した第１
及び第２の方法のいずれにおいても、階調電源回路３か
ら供給される赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧

Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
の個数

が異なれば、配線間ピッチ、プリント基板１６の奥行き
Ｄ
Ｐ
、各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
が異なってく

るから、それに合わせてプリント基板１６及びＴＣＰ１
７
１
～１７

１０
を作製する必要があり、このことがプリ

ント基板１６及びＴＣＰ１７
１
～１７

１０
のコストアッ

プ、ひいては表示装置のコストアップの要因となるおそ
れがある。
【００１３】この発明は、上述の事情に鑑みてなされた
もので、基板実装面積を削減することができるととも
に、カラー液晶ディスプレイの解像度や階調電圧の個数
が異なっている場合であっても、共通の基板やＴＣＰを
用いることができ、これにより、基板やＴＣＰ、ひいて
は表示装置を安価に構成することができるカラー液晶デ
ィスプレイの駆動回路、表示装置及びカラー液晶ディス
プレイの駆動方法を提供することを目的としている。
【００１４】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、請求項１記載の発明は、複数個の階調電圧の中から
映像信号に基づいて選択した階調電圧を用いてカラー液
晶ディスプレイを駆動するデータ電極駆動回路を有する
カラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、上記データ
電極駆動回路は、供給されるデジタルの階調電圧設定デ
ータに基づいて階調電圧特性に応じた上記複数個の階調
電圧を生成することを特徴としている。
【００１５】また、請求項２記載の発明は、デジタル映
像データの赤データ、緑データ、青データに対して、カ
ラー液晶ディスプレイの印加電圧に対する赤、緑、青の
透過率の特性に適合するように補正するガンマ補正をそ
れぞれ独立に施すことにより得られたデータ赤信号、デ
ータ緑信号、データ青信号を用いて上記カラー液晶ディ
スプレイを駆動するカラー液晶ディスプレイの駆動回路
に係り、上記カラー液晶ディスプレイとは別個に設けら
れ、上記デジタル映像データの表示と関わらない無効期
間中に、上記赤データ、緑データ、青データのガンマ補
正に関する情報を出力する制御回路と、上記カラー液晶
ディスプレイの近傍に設けられ、上記赤データ、緑デー
タ、青データのガンマ補正に関する情報に基づいて、上
記赤データ、緑データ、青データに対して、上記ガンマ
補正を施すことにより得られたデータ赤信号、データ緑
信号、データ青信号を用いて上記カラー液晶ディスプレ
イを駆動するデータ電極駆動回路とを備えてなることを
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特徴としている。
【００１６】また、請求項３記載の発明は、請求項２記
載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、上記制
御回路は、上記カラー液晶ディスプレイの裏面に取り付
けられたバックライトの裏面上部に取り付けられたプリ
ント基板上に搭載され、上記データ電極駆動回路は、上
記赤データ、緑データ、青データのうち、上記カラー液
晶ディスプレイのデータ電極に対応した上記赤データ、
緑データ、青データに対して上記ガンマ補正を施すこと
により階調性を付与するとともにアナログのデータ赤信
号、データ緑信号、データ青信号に変換して出力する複
数個のデータ電極駆動部から構成され、上記複数個のデ
ータ電極駆動部は、上記プリント基板と上記カラー液晶
ディスプレイとを電気的に接続する対応するフィルムキ
ャリアテープ上にそれぞれ搭載されていることを特徴と
している。
【００１７】また、請求項４記載の発明は、請求項２又
は３記載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、
上記赤データ、緑データ、青データのガンマ補正に関す
る情報は、上記赤データ、緑データ、青データのうちの
いずれの階調電圧を設定するかを指示する階調情報と、
複数個の階調電圧のいずれの値を選択するかを指示する
階調電圧情報とからなることを特徴としている。
【００１８】また、請求項５記載の発明は、請求項４記
載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、上記制
御回路は、上記階調情報及び上記階調電圧情報を、シリ
アルデータとして上記データ電極駆動回路に供給するこ
とを特徴としている。
【００１９】また、請求項６記載の発明は、請求項５記
載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、各デー
タ電極駆動部は、上記シリアルデータをパラレルの階調
情報及び階調電圧情報に変換して出力するシフトレジス
タと、上記赤データ、緑データ、青データの複数個の階
調電圧として、いずれの値の階調電圧を選択するかを示
す選択信号が予め記憶された記憶部と、上記階調情報を
デコードして、上記赤データ、緑データ、青データの複
数個の階調電圧のうちのいずれを選択するかを指示する
選択情報を出力するデコーダと、上記選択情報に従って
上記記憶部から読み出された選択信号に基づいて、いず
れかの値の階調電圧を選択して、複数個の赤階調電圧、
緑階調電圧、青階調電圧として出力するマルチプレクサ
と、上記複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧
に基づいて、上記赤データ、緑データ、青データに、ガ
ンマ補正を施すことにより階調性を付与するとともにア
ナログのデータ赤信号、データ緑信号、データ青信号に
変換して出力するデータ信号出力部とを備えてなること
を特徴としている。
【００２０】また、請求項７記載の発明は、請求項４記
載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、上記制
御回路は、上記階調電圧情報を、上記赤データ、緑デー
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タ、青データを上記データ電極駆動回路に供給する配線
を利用して供給することを特徴としている。
【００２１】また、請求項８記載の発明は、請求項４又
は７記載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、
上記赤データ、緑データ、青データを上記データ電極駆
動回路に取り込むために使用されるクロックが上記デー
タ電極駆動回路内部でカウントされるカウント数と、上
記赤データ、緑データ、青データの階調電圧情報が上記
データ電極駆動回路に供給される順番とを一対一に対応
させるとともに、上記カウント数を上記階調情報とする
ことを特徴としている。
【００２２】また、請求項９記載の発明は、請求項８記
載のカラー液晶ディスプレイの駆動回路に係り、各デー
タ電極駆動部は、上記赤データの複数個の赤階調電圧と
して、いずれの値の階調電圧を選択するかを示す選択信
号が予め記憶された赤階調電圧情報記憶部と、上記緑デ
ータの複数個の緑階調電圧として、いずれの値の階調電
圧を選択するかを示す選択信号が予め記憶された緑階調
電圧情報記憶部と、上記青データの複数個の青階調電圧
として、いずれの値の階調電圧を選択するかを示す選択
信号が予め記憶された青階調電圧情報記憶部と、供給さ
れるクロックの個数をカウントし、そのカウント数に応
じて、複数個の階調電圧のうちのいずれを選択するかを
指示する選択情報を出力する階調情報カウント部と、上
記選択情報に従って上記赤階調電圧情報記憶部、緑階調
電圧情報記憶部、青階調電圧情報記憶部から読み出され
た選択信号に基づいて、いずれかの値の階調電圧を選択
して、複数個の赤階調電圧、緑階調電圧、青階調電圧と
して出力するマルチプレクサと、上記複数個の赤階調電
圧、緑階調電圧、青階調電圧に基づいて、上記赤デー
タ、緑データ、青データに、ガンマ補正を施すことによ
り階調性を付与するとともにアナログのデータ赤信号、
データ緑信号、データ青信号に変換して出力するデータ
信号出力部とを備えてなることを特徴としている。
【００２３】また、請求項１０記載の発明は、請求項２
乃至９のいずれか１に記載のカラー液晶ディスプレイの
駆動回路に係り、上記ガンマ補正は、上記赤データ、緑
データ、青データに対して、入力画像の輝度に対する再
生画像の輝度の特性を任意に付与するために補正するガ
ンマ補正をも含むことを特徴としている。
【００２４】また、請求項１１記載の発明に係る表示装
置は、請求項１乃至１０のいずれか１に記載のカラー液
晶ディスプレイの駆動回路を備えてなることを特徴とし
ている。
【００２５】また、請求項１２記載の発明は、デジタル
映像データの赤データ、緑データ、青データに対して、
カラー液晶ディスプレイの印加電圧に対する赤、緑、青
の透過率の特性に適合するように補正するガンマ補正を
それぞれ独立に施すことにより得られたデータ赤信号、
データ緑信号、データ青信号を用いて上記カラー液晶デ
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ィスプレイを駆動するカラー液晶ディスプレイの駆動方
法に係り、上記デジタル映像データの表示と関わらない
無効期間中に、上記赤データ、緑データ、青データのガ
ンマ補正に関する情報を、上記カラー液晶ディスプレイ
とは別個に設けられた制御回路から、上記カラー液晶デ
ィスプレイの近傍に設けられ、上記赤データ、緑デー
タ、青データのガンマ補正に関する情報に基づいて、上
記赤データ、緑データ、青データに対して、上記ガンマ
補正を施すことにより得られたデータ赤信号、データ緑
信号、データ青信号を用いて上記カラー液晶ディスプレ
イを駆動するデータ電極駆動回路に供給することを特徴
としている。
【００２６】
【作用】この発明の構成によれば、基板実装面積を削減
することができるとともに、カラー液晶ディスプレイの
解像度や階調電圧の個数が異なっている場合であって
も、共通の基板やＴＣＰを用いることができる。これに
より、基板やＴＣＰ、ひいては表示装置を安価に構成す
ることができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。
Ａ．第１の実施例
まず、この発明の第１の実施例について説明する。図１
は、この発明の第１の実施例であるカラー液晶ディスプ
レイ１の駆動回路の構成を示すブロック図である。この
図において、図１７の各部に対応する部分には同一の符
号を付け、その説明を省略する。この図に示すカラー液
晶ディスプレイ１の駆動回路においては、図１７に示す
制御回路２、階調電源回路３及びデータ電極駆動回路４
に代えて、制御回路２１及びデータ電極駆動回路２２が
新たに設けられている。
【００２８】制御回路２１は、例えば、ＡＳＩＣからな
り、外部から供給されるそれぞれ８ビットの赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をデータ電極駆動回路

２２に供給するとともに、外部から供給される水平同期
信号Ｓ

Ｈ
及び垂直同期信号Ｓ

Ｖ
等に基づいて、水平走査

パルスＰ
Ｈ
、垂直走査パルスＰ

Ｖ
、極性反転パルスＰＯ

Ｌ、クロックＣＬＫ、チップセレクト信号ＣＳ、シフト
クロックＳＣＬＫ、ラッチ信号ＬＴ及びシリアルデータ
ＳＤＡＴＡを生成してデータ電極駆動回路２２及び走査
電極駆動回路５に供給する。
【００２９】クロックＣＬＫは、赤データＤ

Ｒ
、緑デー

タＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をデータ電極駆動回路２２を構成

するデータレジスタに取り込むためなどに使用される。
チップセレクト信号ＣＳは、垂直帰線期間又は水平帰線
期間等の画像表示と関わらない期間（以下、無効期間と
いう）中に所定時間"Ｈ"レベルとなる信号である。シフ
トクロックＳＣＬＫは、クロックＣＬＫとは非同期のク

12
ロックであり、シリアルデータＳＤＡＴＡをデータ電極
駆動回路２２に取り込むために使用される。ラッチ信号
ＬＴは、データ電極駆動回路２２を構成するｋ個（ｋは
自然数）のデータ電極駆動部２２

１
～２２

ｋ
において、

階調電圧情報記憶部２８がシフトレジスタ２７から供給
されるパラレルの情報を取り込むタイミングを与える信
号である（図５参照、詳細は後述）。
【００３０】シリアルデータＳＤＡＴＡは、（ｎ＋１）
ビット（ｎは自然数）の階調情報と（ｍ＋１）ビット
（ｍは自然数）の階調電圧情報とから構成されており、
チップセレクト信号ＣＳが"Ｈ"レベルとなっている間
に、シフトクロックＳＣＬＫに同期してデータ電極駆動
回路２２に供給される。階調情報は、赤データＤ

Ｒ
、緑

データＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
にそれぞれ別個独立にガンマ

補正を施すことにより階調性を付与するために、赤デー
タＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
のうちのいずれの

チャネルＣｈＲ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１
７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ１７の階調電圧を設定するかを指
示する情報である。ここで、図２にｎ＝５である場合の
階調情報の各ビットＡ５～Ａ０とチャネルＣｈＲ０～Ｃ
ｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ１
７との関係の一例を示す。
【００３１】階調電圧情報は、赤データＤ

Ｒ
、緑データ

Ｄ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
にそれぞれ別個独立にガンマ補正を

施すことにより階調性を付与するために、データ電極駆
動回路２２を構成する各データ電極駆動部２２

１
～２２

ｋ
において、階調電圧供給源２９からマルチプレクサ
（ＭＰＸ）３０（図５参照）に供給される２５６個の階
調電圧Ｖ

０
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×０＝０［Ｖ］）～Ｖ

２５５
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×２５５＝Ｖ

ＲＥＦ
［Ｖ］）のいずれを選択するかを指示する情報で

ある。Ｖ
ＲＥＦ
は、基準電圧である。ここで、図３にｍ

＝７である場合の階調電圧情報の各ビットＤ７～Ｄ０と
階調電圧Ｖ

０
～Ｖ

２５５
との関係の一例を示す。なお、

この例におけるガンマ補正は、上記した第１のガンマ補
正と第２のガンマ補正とを含むものとする。
【００３２】図１に示すデータ電極駆動回路２２は、ｋ
個のデータ電極駆動部２２

１
～２２

ｋ
から構成されてい

る。各データ電極駆動部２２
１
～２２

ｋ
は、制御回路２

１から供給される赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青デー

タＤ
Ｂ
のうち、カラー液晶ディスプレイ１のデータ電極

に対応した赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ

に対してガンマ補正を施すことにより階調性を付与する
とともにアナログの３８４個のデータ信号Ｓ

１
～Ｓ

３８４
（図４参照）に変換して出力する。例えば、カラ

ー液晶ディスプレイ１がＳＸＧＡタイプである場合に
は、データ電極駆動回路２２は、１０個のデータ電極駆
動部２２

１
～２２

１０
から構成されることになる。デー

タ電極駆動部２２
１
～２２

１０
は、各構成要素の添え字

が異なるとともに、入出力される信号の添え字が異なる
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以外は同一構成であるので、以下ではデータ電極駆動部
２２

１
についてのみ説明する。

【００３３】データ電極駆動部２２
１
は、図４に示すよ

うに、階調電源回路２３と、ボルテージフォロア２４
１

～２４
５４
と、データ信号出力回路２５と、ボルテージ

フォロア２６
１
～２６

３８４
とから概略構成されてい

る。なお、実際のデータ電極駆動部においては、データ
信号出力回路２５の前段に、シフトレジスタ、データレ
ジスタ、ラッチ、レベルシフタ等が設けられているが、
これらの構成要素及びその動作は、この発明の特徴と直
接関係しないので、この明細書においてはその説明を省
略する。したがって、図４においては、水平走査パルス
Ｐ

Ｈ
が供給される回路は図示されていない。

【００３４】階調電源回路２３は、図５に示すように、
シフトレジスタ２７と、階調電圧情報記憶部２８と、階
調電圧供給源２９と、ＭＰＸ３０とから構成されてい
る。シフトレジスタ２７は、チップセレクト信号ＣＳ
が"Ｈ"レベルである間に、シリアルデータＳＤＡＴＡを
シフトクロックＳＣＬＫに同期して取り込み、パラレル
の６ビットの階調情報Ａ５～Ａ０と８ビットの階調電圧
情報Ｄ７～Ｄ０とを出力する。
【００３５】階調電圧情報記憶部２８は、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ、あるいはフラッシュＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性半導
体メモリなどの半導体メモリからなり、チャネルＣｈＲ
０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～Ｃ
ｈＢ１７ごとに、それぞれ８ビットの選択信号ＤＣｈＲ
０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ１７、ＤＣｈ
Ｂ０～ＤＣｈＢ１７が予め記憶されている記憶部と、シ
フトレジスタ２７から供給される６ビットの階調情報Ａ
５～Ａ０をデコードして、いずれのチャネルＣｈＲ０～
ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ
１７を選択するかを指示する選択情報ＳＣｈＲ０～ＳＣ
ｈＲ１７、ＳＣｈＧ０～ＳＣｈＧ１７、ＳＣｈＢ０～Ｓ
ＣｈＢ１７を出力するデコーダとから構成されている。
この階調電圧情報記憶部２８は、制御回路２１から供給
されるラッチ信号ＬＴが"Ｈ"レベルとなるタイミング
で、シフトレジスタ２７から供給される６ビットの階調
情報Ａ５～Ａ０及び８ビットの階調電圧情報Ｄ７～Ｄ０
を内部に取り込み、階調情報Ａ５～Ａ０をデコードして
得られた選択情報ＳＣｈＲ０～ＳＣｈＲ１７、ＳＣｈＧ
０～ＳＣｈＧ１７、ＳＣｈＢ０～ＳＣｈＢ１７に基づい
て選択されたチャネルから、階調電圧情報Ｄ７～Ｄ０に
基づいて選択された値の８ビットの選択信号ＤＣｈＲ０
～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ１７、ＤＣｈＢ
０～ＤＣｈＢ１７のいずれかを出力し、ＭＰＸ３０に供
給する。
【００３６】階調電圧供給源２９は、基準電圧Ｖ

ＲＥＦ

と接地との間に、同一抵抗値Ｒを有する２５５個の抵抗
３１

１
～３１

２５５
が縦続接続されて設けられ、２５６

個の階調電圧Ｖ
０
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×０＝０
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［Ｖ］）～Ｖ

２５５
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×２５５＝Ｖ

ＲＥＦ
［Ｖ］）をＭＰＸ３０に供給する。ＭＰＸ３０

は、階調電圧情報記憶部２８から供給される８ビットの
選択信号ＤＣｈＲ０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣ
ｈＧ１７、ＤＣｈＢ０～ＤＣｈＢ１７に基づいて、階調
電圧供給源２９から供給される２５６個の階調電圧Ｖ

０

～Ｖ
２５５
のいずれかを選択して、アナログの赤階調電

圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、アナログの緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、アナログの青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
として

出力する。
【００３７】図４に示すボルテージフォロア２４

１
～２

４
５４
は、ガンマ補正のための対応する赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調

電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそのままデータ信号出力回路２

５に供給する。データ信号出力回路２５は、ボルテージ
フォロア２４

１
～２４

５４
から供給される赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調

電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそれぞれ２５６個の赤階調電圧

Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
に分割

するとともに、これらそれぞれ２５６個の赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
のう

ち、制御回路２１から供給される極性反転パルスＰＯＬ
に基づいて切り替えられた、赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
の組又は赤階調電圧Ｖ

ＧＲ１２８
～Ｖ

ＧＲ２５５
の組、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ１２７
の

組又は緑階調電圧Ｖ
ＧＧ１２８

～Ｖ
ＧＧ２５５

の組、青
階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ１２７
の組又は青階調電圧Ｖ

ＧＢ１２８
～Ｖ

ＧＢ２５５
の組に基づいて、制御回路２

１から供給される８ビットの赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
に、ガンマ補正を施すことにより階調

性を付与するとともにアナログのデータ赤信号Ｓ
１
、Ｓ

４
、Ｓ

７
、…、Ｓ

３８２
、データ緑信号Ｓ

２
、Ｓ

５
、Ｓ

８
、…、Ｓ

３８３
、データ青信号Ｓ

３
、Ｓ

６
、Ｓ

９
、

…、Ｓ
３８４
に変換してボルテージフォロア２６

１
～２

６
３８４
に供給する。ボルテージフォロア２６

１
～２６

３８４
は、データ信号出力回路２５から供給されるデー

タ赤信号Ｓ
１
、Ｓ

４
、Ｓ

７
、…、Ｓ

３８２
、データ緑信

号Ｓ
２
、Ｓ

５
、Ｓ

８
、…、Ｓ

３８３
、データ青信号

Ｓ
３
、Ｓ

６
、Ｓ

９
、…、Ｓ

３８４
をそのままカラー液晶

ディスプレイ１の対応するデータ電極に印加する。
【００３８】図４に示すデータ信号出力回路２５は、赤
データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
に対応して、

３個のデータ信号出力部２５
Ｒ
、２５

Ｇ
、２５

Ｂ
から構

成されている。データ信号出力部２５
Ｒ
、２５

Ｇ
、２５

Ｂ
は、各構成要素の添え字が異なるとともに、入出力さ
れる信号の種類が異なる以外は同一構成であるので、以
下ではデータ信号出力部２５

Ｒ
についてのみ説明する。

データ信号出力部２５
Ｒ
は、図６に示すように、階調電
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圧分割部３２

Ｒ
と、ＭＰＸ３３

Ｒ
とから構成されてい

る。階調電圧分割部３２
Ｒ
は、２５５個のそれぞれ異な

る抵抗値を有する抵抗３４
１
～３４

２５５
が縦続接続さ

れてなり、ボルテージフォロア２４
１
～２４

１８
から供

給される赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
を２５６個の赤階

調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
に分割してＭＰＸ３３

Ｒ

に供給する。ＭＰＸ３３
Ｒ
は、階調電圧分割部３２

Ｒ
か

ら供給される２５６個の赤階調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
のうち、制御回路２１から供給される極性反

転パルスＰＯＬに基づいて切り替えた、赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
の組又は赤階調電圧Ｖ

ＧＲ１２８

～Ｖ
ＧＲ２５５

の組に基づいて、制御回路２１から供給
される８ビットの赤データＤ

Ｒ
に、ガンマ補正を施すこ

とにより階調性を付与するとともにアナログのデータ赤
信号Ｓ

１
、Ｓ

４
、Ｓ

７
、…、Ｓ

３８２
に変換してボルテ

ージフォロア２６
１
、２６

４
、２６

７
、…、２６

３８２

に供給する。ここで、図７にデータ信号出力部２５
Ｒ
に

供給される８ビットの赤データＤ
Ｒ
（１６進数（ＨＥ

Ｘ）で表示）と赤階調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
及び

赤階調電圧Ｖ
ＧＲ１２８

～Ｖ
ＧＲ２５５

との関係の一例
を示す。図７から分かるように、データ信号出力部２５

Ｒ
においては、第１のガンマ補正と第２のガンマ補正と
を含むガンマ補正を赤データＤ

Ｒ
に施すことにより階調

性を付与するために、赤データＤ
Ｒ
のデータ値に対して

非線形的な電圧値をとる赤階調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
の組又は赤階調電圧Ｖ

ＧＲ１２８
～Ｖ

ＧＲ２５５
の組が階調電圧分割部３２

Ｒ
からＭＰＸ３３

Ｒ
に供給される。
【００３９】そして、上記構成のカラー液晶ディスプレ
イの駆動回路を備えた表示装置においては、図２０を例
にとれば、制御回路２１だけがプリント基板１６上に搭
載されるのに対し、データ電極駆動部２２

１
～２２

１０

は、プリント基板１６とカラー液晶ディスプレイ１とを
電気的に接続する１０個のフィルムキャリアテープ上に
それぞれ搭載され、ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
として実装

される。プリント基板１６は、図２１に示すように、カ
ラー液晶ディスプレイ１の裏面に取り付けられた断面略
くさび型状のバックライト１８の裏面上部に取り付けら
れる。
【００４０】次に、上記構成のカラー液晶ディスプレイ
の駆動回路の動作のうち、この発明の特徴である制御回
路２１及びデータ電極駆動回路２２の動作について、図
８及び図９に示すタイミング・チャートを参照して説明
する。制御回路２１は、例えば、この例のカラー液晶デ
ィスプレイの駆動回路を備えた表示装置に電源が投入さ
れた後、カラー映像信号の垂直帰線期間又は水平帰線期
間等の画像表示と関わらない期間である無効期間Ｔ

Ｉ
中

に、図８（４）～（６）に示すタイミング、より詳細に
は、図９（１）～（４）に示すタイミングで、チップセ
レクト信号ＣＳ、シリアルデータＳＤＡＴＡ、シフトク

16
ロックＳＣＬＫ及びラッチ信号ＬＴをデータ電極駆動回
路２２に供給する。
【００４１】すなわち、制御回路２１は、無効期間Ｔ

Ｉ

中に、図９（１）に示すチップセレクト信号ＣＳを所定
時間"Ｈ"レベルとし、その間に、図９（３）に示すシフ
トクロックＳＣＬＫに同期して、図９（２）に示す、赤
データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
のうちのいず

れのチャネルＣｈＲ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ
１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ１７の階調電圧を設定するかを
指示する、６ビットの階調情報Ａ５～Ａ０（図２参照）
と、２５６個の階調電圧Ｖ

０
～Ｖ

２５５
のいずれを選択

するかを指示する、８ビットの階調電圧情報Ｄ７～Ｄ０
（図３参照）とから構成されたシリアルデータＳＤＡＴ
Ａをデータ電極駆動回路２２に供給した後、図９（４）
に示すラッチ信号ＬＴを供給する。
【００４２】これにより、データ電極駆動回路２２を構
成する各データ電極駆動部２２

１
～２２

１０
において

は、階調電源回路２３を構成するシフトレジスタ２７が
チップセレクト信号ＣＳが"Ｈ"レベルである間に、シリ
アルデータＳＤＡＴＡをシフトクロックＳＣＬＫに同期
して取り込み、パラレルの６ビットの階調情報Ａ５～Ａ
０と８ビットの階調電圧情報Ｄ７～Ｄ０とを出力し、階
調電圧情報記憶部２８に供給する。そして、階調電圧情
報記憶部２８は、制御回路２１から供給されるラッチ信
号ＬＴが"Ｈ"レベルとなるタイミング（図９（４）参
照）で、シフトレジスタ２７から供給される６ビットの
階調情報Ａ５～Ａ０及び８ビットの階調電圧情報Ｄ７～
Ｄ０を内部に取り込み、デコーダが階調情報Ａ５～Ａ０
をデコードして得られた選択情報ＳＣｈＲ０～ＳＣｈＲ
１７、ＳＣｈＧ０～ＳＣｈＧ１７、ＳＣｈＢ０～ＳＣｈ
Ｂ１７に基づいて選択されたチャネルから、階調電圧情
報Ｄ７～Ｄ０に基づいて選択された値の８ビットの選択
信号ＤＣｈＲ０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ
１７、ＤＣｈＢ０～ＤＣｈＢ１７のいずれかを出力し、
ＭＰＸ３０に供給する。
【００４３】次に、ＭＰＸ３０が階調電圧情報記憶部２
８から供給される８ビットの選択信号ＤＣｈＲ０～ＤＣ
ｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ１７、ＤＣｈＢ０～Ｄ
ＣｈＢ１７に基づいて、階調電圧供給源２９から供給さ
れる２５６個の階調電圧Ｖ

０
～Ｖ

２５５
のいずれかを選

択して、アナログの赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、アナ

ログの緑階調電圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、アナログの青階調

電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
として出力するので、図４に示す

ボルテージフォロア２４
１
～２４

５４
は、対応する赤階

調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～

Ｖ
Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそのままデー

タ信号出力回路２５に供給する。これにより、データ信
号出力回路２５を構成する各データ信号出力部２５

Ｒ
、

２５
Ｇ
、２５

Ｂ
において、各階調電圧分割部３３

Ｒ
、３

１
Ｇ
、３１

Ｂ
は、ボルテージフォロア２４

１
～２４

５４



(10) 特開２００２－１５６９４８

10

20

30

40

50

17
から供給される赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電

圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそ

れぞれ２５６個の赤階調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、

緑階調電圧Ｖ
ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
に分割して、ＭＰＸ３２

Ｒ
、３２

Ｇ
、３２

Ｂ
に供給する。以上説明した動作が図８に示す

無効期間Ｔ
Ｉ
中に順次繰り返されることにより、カラー

液晶ディスプレイ１の赤、緑、青にそれぞれ対応するＶ
－Ｔ特性の最低輝度から最高輝度までの範囲を充分に活
用できるように考慮した赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階

調電圧Ｖ
ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
がＭＰＸ３２

Ｒ
、３

２
Ｇ
、３２

Ｂ
に設定される。

【００４４】このような状態において、制御回路２１
は、図８（１）～（３）に示すように、カラー映像信号
の画像表示と関わる期間である有効期間Ｔ

Ｖ
中に、外部

から供給されたそれぞれ８ビットの赤データＤ
Ｒ
、緑デ

ータＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をクロックＣＬＫに同期してデ

ータ電極駆動回路２２に供給する。これにより、データ
電極駆動回路２２を構成する各データ電極駆動部２２

１

～２２
１０
は、設定されたそれぞれ２５６個の赤階調電

圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
のう

ち、制御回路２１から供給される極性反転パルスＰＯＬ
に基づいて切り替えられた、赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
の組又は赤階調電圧Ｖ

ＧＲ１２８
～Ｖ

Ｇ

Ｒ２５５
の組、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ１２７
の組

又は緑階調電圧Ｖ
ＧＧ１２８

～Ｖ
ＧＧ２５５

の組、青階
調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ１２７
の組又は青階調電圧Ｖ

ＧＢ１２８
～Ｖ

ＧＢ２５５
の組に基づいて、制御回路２

１から供給される８ビットの赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
に、ガンマ補正を施すことにより階調

性を付与するとともにアナログのデータ赤信号、データ
緑信号、データ青信号に変換した後、ボルテージフォロ
ア２６においてそのままカラー液晶ディスプレイ１の対
応するデータ電極に印加する。
【００４５】このように、この例の構成によれば、階調
電源回路２３がデータ電極駆動部２２

１
～２２

１０
の内

部に設けられているため、従来の第１の方法のように、
プリント基板１６の表層に配線を形成する場合には、チ
ップセレクト信号ＣＳ、シリアルデータＳＤＡＴＡ、シ
フトクロックＳＣＬＫ及びラッチ信号ＬＴを伝送するた
めの４本の配線で済むので、５０本もの配線を削減する
ことができ、プリント基板１６の奥行きＤ

Ｐ
（図２０参

照）が長くなることはなく、プリント基板１６がバック
ライト１８の裏面上部に取り付けられる面積（図２０参
照）も広くなることはない。したがって、カラー液晶デ
ィスプレイのタイプ、すなわち、解像度が異なっても、
各タイプに共通のバックライト１８を用いることがで
き、表示装置のコストがアップすることはない。また、

18
ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
（図２０参照）が広く

なることがないので、プリント基板１６の幅Ｗ
Ｐ
方向

（図２０参照）に１０個のＴＣＰ１７
１
～１７

１０
を容

易に並べて設けることができる。
【００４６】一方、従来の第２の方法のように、プリン
ト基板１６の内層に配線を形成する場合でも、４本の配
線で済むので、このプリント基板１６の内層に形成され
た４本の配線を、スルーホールを介してプリント基板１
６の表層に形成され対応する４個の端子に接続された４
本の配線と接続する場合であっても、すべてのスルーホ
ールを形成するのに要する面積が広く必要となることは
ない。さらに、この例の構成によれば、階調電源回路２
３がデータ電極駆動部２２

１
～２２

１０
の内部に設けら

れているため、赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電

圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
の個

数が異なっても、すべてのスルーホールの形成面積、プ
リント基板１６の奥行きＤ

Ｐ
、各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
が異なることはないから、カラー液晶ディ

スプレイのタイプ、すなわち、解像度が異なっても、各
タイプに共通のプリント基板１６及びＴＣＰ１７

１
～１

７
１０
を用いることができ、プリント基板１６及びＴＣ

Ｐ１７
１
～１７

１０
のコストがアップすることはなく、

当然に表示装置のコストがアップすることはない。以上
のことから、この例の構成によれば、基板実装面積を削
減することができるとともに、カラー液晶ディスプレイ
の解像度や階調電圧の個数が異なっている場合であって
も、共通の基板やＴＣＰを用いることができ、これによ
り、基板やＴＣＰ、ひいては表示装置を安価に構成する
ことができる。もちろん、従来と同様、最適なガンマ補
正を施すことにより階調性を付与することができ、良好
な階調の再生画像を得ることができるとともに、高透過
率のＶ－Ｔ特性を有するカラー液晶ディスプレイ１でも
充分に使いこなすことができる。また、赤、緑、青のい
ずれか特定の色において階調つぶれが発生した場合に
は、制御回路２１は、階調つぶれが発生している色の領
域（白レベル付近、灰色付近、黒レベル付近のいずれ
か）に対応した階調電圧（Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、Ｖ

Ｇ０
～

Ｖ
Ｇ１７
、Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
のいずれか）を変更するた

めに変更された階調情報及び階調電圧情報をデータ電極
駆動回路２２に供給することにより、当該階調つぶれを
取り除くことができる。
【００４７】Ｂ．第２の実施例
次に、この発明の第２の実施例について説明する。図１
０は、この発明の第２の実施例であるカラー液晶ディス
プレイ１の駆動回路の構成を示すブロック図である。こ
の図において、図１の各部に対応する部分には同一の符
号を付け、その説明を省略する。この図に示すカラー液
晶ディスプレイ１の駆動回路においては、図１に示す制
御回路２１及びデータ電極駆動回路２２に代えて、制御
回路４１及びデータ電極駆動回路４２が新たに設けられ
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ている。
【００４８】制御回路４１は、例えば、ＡＳＩＣからな
り、外部から供給されるそれぞれ８ビットの赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をデータ電極駆動回路

４２に供給するとともに、外部から供給される水平同期
信号Ｓ

Ｈ
及び垂直同期信号Ｓ

Ｖ
等に基づいて、水平走査

パルスＰ
Ｈ
、垂直走査パルスＰ

Ｖ
、極性反転パルスＰＯ

Ｌ、クロックＣＬＫ、チップセレクト信号ＣＳ及びラッ
チ信号ＬＴを生成してデータ電極駆動回路４２及び走査
電極駆動回路５に供給する。
【００４９】クロックＣＬＫは、赤データＤ

Ｒ
、緑デー

タＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
をデータ電極駆動回路４２を構成

するデータレジスタに取り込むためなどに使用される。
チップセレクト信号ＣＳは、垂直帰線期間又は水平帰線
期間等の画像表示と関わらない無効期間中に所定時間"
Ｈ"レベルとなる信号である。ラッチ信号ＬＴは、デー
タ電極駆動回路４２を構成するｋ個（ｋは自然数）のデ
ータ電極駆動部４２

１
～４２

ｋ
において、階調電圧情報

記憶部４５
Ｒ
、４５

Ｇ
、４５

Ｂ
が制御回路４１から８ビ

ットでパラレルの赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青デー

タＤ
Ｂ
を供給する配線を利用して供給される、各チャネ

ルＣｈＲ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、Ｃｈ
Ｂ０～ＣｈＢ１７ごとの赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報ＤＧ

０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧

情報Ｄ
Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
を取り込むタイミングを与える信

号である（図１３参照、詳細は後述）。
【００５０】赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調

電圧情報ＤＧ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
は、赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ

にそれぞれ別個独立にガンマ補正を施すことにより階調
性を付与するために、データ電極駆動回路４２を構成す
る各データ電極駆動部４２

１
～４２

ｋ
において、階調電

圧供給源２９からＭＰＸ３０（図１３参照）に供給され
る２５６個の階調電圧Ｖ

０
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×０＝

０［Ｖ］）～Ｖ
２５５
（＝Ｖ

ＲＥＦ
／２５５×２５５＝

Ｖ
ＲＥＦ
［Ｖ］）のいずれを選択するかを指示する情報

である。Ｖ
ＲＥＦ
は、基準電圧である。ここで、図１１

に赤階調電圧情報Ｄ
Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報Ｄ

Ｇ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
の各

ビットＤ７～Ｄ０と階調電圧Ｖ
０
～Ｖ

２５５
との関係の

一例を示す。なお、この例においては、クロックＣＬＫ
のカウント数が、赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青デー

タＤ
Ｂ
にそれぞれ別個独立にガンマ補正を施すことによ

り階調性を付与するために、赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
のうちのいずれのチャネルＣｈＲ０～

ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ
１７に対応しているかを指示する階調情報の役割を担っ
ている。すなわち、チップセレクト信号ＣＳ（図１５
（１）参照）が"Ｈ"レベルとなっている間に供給され
る、クロックＣＬＫ（図１５（５）参照）のカウント数
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と、赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報

ＤＧ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
（図１５（２）～（４）参照）とが一対一に対応

しており、例えば、クロックＣＬＫのカウント数が０の
時に供給された赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
、緑階調電圧情報

ＤＧ
０
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
がチャネルＣｈＲ０、Ｃ

ｈＧ０、ＣｈＢ０に対応していることになる。また、こ
の例におけるガンマ補正は、上記した第１のガンマ補正
と第２のガンマ補正とを含むものとする。
【００５１】図１０に示すデータ電極駆動回路４２は、
ｋ個のデータ電極駆動部４２

１
～４２

ｋ
から構成されて

いる。各データ電極駆動部４２
１
～４２

ｋ
は、制御回路

４１から供給される赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青デ

ータＤ
Ｂ
のうち、カラー液晶ディスプレイ１の対応する

データ電極に対応した赤データＤ
Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青

データＤ
Ｂ
に対してガンマ補正を施すことにより階調性

を付与するとともにアナログの３８４個のデータ信号Ｓ

１
～Ｓ

３８４
に変換して出力する。例えば、カラー液晶

ディスプレイ１がＳＸＧＡタイプである場合には、デー
タ電極駆動回路４２は、１０個のデータ電極駆動部４２

１
～４２

１０
から構成されることになる。データ電極駆

動部４２
１
～４２

１０
は、各構成要素の添え字が異なる

とともに、入出力される信号の添え字が異なる以外は同
一構成であるので、以下ではデータ電極駆動部４２

１
に

ついてのみ説明する。
【００５２】図１２は、データ電極駆動部４２

１
の構成

を示すブロック図である。この図において、図４の各部
に対応する部分には同一の符号を付け、その説明を省略
する。この図に示すデータ電極駆動部４２

１
において

は、図４に示す階調電源回路２３に代えて、階調電源回
路４３が新たに設けられている。図１３は、階調電源回
路４３の構成を示すブロック図である。この図におい
て、図５の各部に対応する部分には同一の符号を付け、
その説明を省略する。この図に示す階調電源回路４３に
おいては、図５に示すシフトレジスタ２７及び階調電圧
情報記憶部２８に代えて、階調情報カウント部４４と、
階調電圧情報記憶部４５

Ｒ
、４５

Ｇ
、４５

Ｂ
とが新たに

設けられている。
【００５３】階調情報カウント部４４は、チップセレク
ト信号ＣＳが"Ｈ"レベルである間に供給されるクロック
ＣＬＫの個数をカウントし、そのカウント数に応じて、
いずれのチャネルＣｈＲ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～Ｃ
ｈＧ１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ１７を選択するかを指示す
る"Ｈ"レベルの選択情報ＳＣｈ０～ＳＣｈ１７を順次出
力する。階調電圧情報記憶部４５

Ｒ
、４５

Ｇ
、４５

Ｂ
は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、あるいはフラッシュＥＥＰＲＯ
Ｍ等の不揮発性半導体メモリなどの半導体メモリからな
り、それぞれのチャネルＣｈＲ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ
０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～ＣｈＢ１７に、それぞれ８
ビットの選択信号ＤＣｈＲ０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ
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０～ＤＣｈＧ１７、ＤＣｈＢ０～ＤＣｈＢ１７が予め記
憶されている。これらの階調電圧情報記憶部４５

Ｒ
、４

５
Ｇ
、４５

Ｂ
は、制御回路４１から供給されるラッチ信

号ＬＴが"Ｈ"レベルとなるタイミングで、制御回路４１
から供給される８ビットの階調電圧情報である赤階調電
圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報ＤＧ

０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
を内部に取り

込み、階調情報カウント部４４から供給される"Ｈ"レベ
ルの選択情報ＳＣｈ０～ＳＣｈ１７に基づいて選択され
たチャネルから、赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑

階調電圧情報ＤＧ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０

～Ｄ
Ｂ１７
に基づいて選択された値の８ビットの選択信

号ＤＣｈＲ０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ１
７、ＤＣｈＢ０～ＤＣｈＢ１７のいずれかを出力し、Ｍ
ＰＸ３０に供給する。
【００５４】そして、上記構成のカラー液晶ディスプレ
イの駆動回路を備えた表示装置においては、図２０を例
にとれば、制御回路４１だけがプリント基板１６上に搭
載されるのに対し、データ電極駆動部４２

１
～４２

１０

は、プリント基板１６とカラー液晶ディスプレイ１とを
電気的に接続する１０個のフィルムキャリアテープ上に
それぞれ搭載され、ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
として実装

される。プリント基板１６は、図２１に示すように、カ
ラー液晶ディスプレイ１の裏面に取り付けられた断面略
くさび型状のバックライト１８の裏面上部に取り付けら
れる。
【００５５】次に、上記構成のカラー液晶ディスプレイ
の駆動回路の動作のうち、この発明の特徴である制御回
路４１及びデータ電極駆動回路４２の動作について、図
１４及び図１５に示すタイミング・チャートを参照して
説明する。制御回路４１は、例えば、この例のカラー液
晶ディスプレイの駆動回路を備えた表示装置に電源が投
入された後、カラー映像信号の垂直帰線期間又は水平帰
線期間等の画像表示と関わらない期間である無効期間Ｔ

Ｉ
中に、図１４（４）及び（５）に示すタイミング、よ
り詳細には、図１５（１）～（６）に示すタイミング
で、チップセレクト信号ＣＳ、ラッチ信号ＬＴ及びクロ
ックＣＬＫを専用の配線を用いて、赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報ＤＧ

０
～Ｄ

Ｇ１７
、青

階調電圧情報Ｄ
Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
を赤データＤ

Ｒ
、緑デー

タＤ
Ｇ
、青データＤ

Ｂ
を供給する配線を利用して、デー

タ電極駆動回路４２に供給する。
【００５６】すなわち、制御回路４１は、無効期間Ｔ

Ｉ

中に、図１５（１）に示すチップセレクト信号ＣＳを所
定時間"Ｈ"レベルとし、その間に、図１５（５）に示す
クロックＣＬＫに同期して、図１５（２）～（４）に示
す、２５６個の階調電圧Ｖ

０
～Ｖ

２５５
のいずれを選択

するかを指示する、それぞれ８ビットの赤階調電圧情報
Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報ＤＧ

０
～Ｄ

Ｇ１７
、

青階調電圧情報Ｄ
Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
（図１１参照）をデー

22
タ電極駆動回路４２に供給した後、図１５（６）に示す
ラッチ信号ＬＴを供給する。
【００５７】これにより、データ電極駆動回路４２を構
成する各データ電極駆動部４２

１
～４２

１０
において

は、階調電源回路４３を構成する階調情報カウント部４
４がチップセレクト信号ＣＳが"Ｈ"レベルである間に供
給されるクロックＣＬＫの個数をカウントし、"Ｈ"レベ
ルの選択情報ＳＣｈ０～ＳＣｈ１７を順次出力する。そ
して、階調電圧情報記憶部４５

Ｒ
、４５

Ｇ
、４５

Ｂ
は、

制御回路４１から供給されるラッチ信号ＬＴが"Ｈ"レベ
ルとなるタイミング（図１５（６）参照）で、制御回路
４１から供給される８ビットの階調電圧情報である赤階
調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電圧情報ＤＧ

０
～

Ｄ
Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
を内部に取

り込み、階調情報カウント部４４から供給される"Ｈ"レ
ベルの選択情報ＳＣｈ０～ＳＣｈ１７に基づいて選択さ
れたチャネルから、赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、

緑階調電圧情報ＤＧ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
に基づいて選択された値の８ビットの選

択信号ＤＣｈＲ０～ＤＣｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈ
Ｇ１７、ＤＣｈＢ０～ＤＣｈＢ１７のいずれかを出力
し、ＭＰＸ３０に供給する。
【００５８】次に、ＭＰＸ３０が階調電圧情報記憶部２
８から供給される８ビットの選択信号ＤＣｈＲ０～ＤＣ
ｈＲ１７、ＤＣｈＧ０～ＤＣｈＧ１７、ＤＣｈＢ０～Ｄ
ＣｈＢ１７に基づいて、階調電圧供給源２９から供給さ
れる２５６個の階調電圧Ｖ

０
～Ｖ

２５５
のいずれかを選

択して、アナログの赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、アナ

ログの緑階調電圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、アナログの青階調

電圧Ｖ
Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
として出力するので、図４に示す

ボルテージフォロア２４
１
～２４

５４
は、対応する赤階

調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電圧Ｖ

Ｇ０
～

Ｖ
Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそのままデー

タ信号出力回路２５に供給する。これにより、データ信
号出力回路２５を構成する各データ信号出力部２５

Ｒ
、

２５
Ｇ
、２５

Ｂ
において、各階調電圧分割部３３

Ｒ
、３

１
Ｇ
、３１

Ｂ
は、ボルテージフォロア２４

１
～２４

５４

から供給される赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電

圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
をそ

れぞれ２５６個の赤階調電圧Ｖ
ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、

緑階調電圧Ｖ
ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
に分割して、ＭＰＸ３２

Ｒ
、３２

Ｇ
、３２

Ｂ
に供給する。以上説明した動作が１回行われ

ることにより、カラー液晶ディスプレイ１の赤、緑、青
にそれぞれ対応するＶ－Ｔ特性の最低輝度から最高輝度
までの範囲を充分に活用できるように考慮した赤階調電
圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
がＭＰ

Ｘ３２
Ｒ
、３２

Ｇ
、３２

Ｂ
に設定される。なお、これ以

降の動作は、上記した第１の実施例の動作と略同様であ
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るので、その説明を省略する。
【００５９】このように、この例の構成によれば、階調
電源回路４３がデータ電極駆動部４２

１
～４２

１０
の内

部に設けられているため、従来の第１の方法のように、
プリント基板１６の表層に配線を形成する場合には、チ
ップセレクト信号ＣＳ及びラッチ信号ＬＴを伝送する２
本の配線で済むので、５２本もの配線を削減することが
でき、プリント基板１６の奥行きＤ

Ｐ
（図２０参照）が

長くなることはなく、プリント基板１６がバックライト
１８の裏面上部に取り付けられる面積（図２０参照）も
広くなることはない。したがって、カラー液晶ディスプ
レイのタイプ、すなわち、解像度が異なっても、各タイ
プに共通のバックライト１８を用いることができ、表示
装置のコストがアップすることはない。また、ＴＣＰ１
７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
（図２０参照）が広くなること

がないので、プリント基板１６の幅Ｗ
Ｐ
方向（図２０参

照）に１０個のＴＣＰ１７
１
～１７

１０
を容易に並べて

設けることができる。
【００６０】一方、従来の第２の方法のように、プリン
ト基板１６の内層に配線を形成する場合でも、２本の配
線で済むので、このプリント基板１６の内層に形成され
た２本の配線を、スルーホールを介してプリント基板１
６の表層に形成され対応する２個の端子に接続された２
本の配線と接続する場合であっても、すべてのスルーホ
ールを形成するのに要する面積が広く必要になることは
ない。さらに、この例の構成によれば、階調電源回路４
３がデータ電極駆動部４２

１
～４２

１０
の内部に設けら

れているため、赤階調電圧Ｖ
Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、緑階調電

圧Ｖ
Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、青階調電圧Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
の個

数が異なっても、すべてのスルーホールの形成面積、プ
リント基板１６の奥行きＤ

Ｐ
、各ＴＣＰ１７

１
～１７

１０
の幅Ｗ

Ｔ
が異なることはないから、カラー液晶ディ

スプレイのタイプ、すなわち、解像度が異なっても、各
タイプに共通のプリント基板１６及びＴＣＰ１７

１
～１

７
１０
を用いることができ、プリント基板１６及びＴＣ

Ｐ１７
１
～１７

１０
のコストがアップすることはなく、

当然に表示装置のコストがアップすることはない。以上
のことから、この例の構成によれば、基板実装面積を削
減することができるとともに、カラー液晶ディスプレイ
の解像度や階調電圧の個数が異なっている場合であって
も、共通の基板やＴＣＰを用いることができ、これによ
り、基板やＴＣＰ、ひいては表示装置を安価に構成する
ことができる。さらに、この例の構成によれば、無効期
間Ｔ

Ｉ
中に、赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調

電圧情報ＤＧ
０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
を赤データＤ

Ｒ
、緑データＤ

Ｇ
、青データＤ

Ｂ
を

供給する配線を利用して、データ電極駆動回路４２に供
給しているので、上記した第１の実施例よりもさらに配
線数を削減することができるとともに、配線を有効利用
することができる。また、１回の動作で、赤階調電圧Ｖ
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ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ２５５
、緑階調電圧Ｖ

ＧＧ０
～Ｖ

ＧＧ２５５
、青階調電圧Ｖ

ＧＢ０
～Ｖ

ＧＢ２５５
がＭＰ

Ｘ３２
Ｒ
、３２

Ｇ
、３２

Ｂ
に設定されるので、上記した

第１の実施例と比べて、処理が簡単となるとともに、設
定する時間を短縮することができる。
【００６１】もちろん、従来と同様、最適なガンマ補正
を施すことにより階調性を付与することができ、良好な
階調の再生画像を得ることができるとともに、高透過率
のＶ－Ｔ特性を有するカラー液晶ディスプレイ１でも充
分に使いこなすことができる。また、赤、緑、青のいず
れか特定の色において階調つぶれが発生した場合には、
制御回路４１は、階調つぶれが発生している色の領域
（白レベル付近、灰色付近、黒レベル付近のいずれか）
に対応した階調電圧（Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ１７
、Ｖ

Ｇ０
～Ｖ

Ｇ１７
、Ｖ

Ｂ０
～Ｖ

Ｂ１７
のいずれか）を変更するため

に変更された階調情報及び階調電圧情報をデータ電極駆
動回路４２に供給することにより、当該階調つぶれを取
り除くことができる。
【００６２】以上、この発明の実施例を図面を参照して
詳述してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られる
ものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計
の変更等があってもこの発明に含まれる。例えば、上述
の各実施例においては、この発明をノーマリー・ブラッ
ク型のカラー液晶ディスプレイ１に適用する例を示した
が、これに限定されず、この発明は、印加電圧を加えな
い状態においてその透過率が高い、いわゆるノーマリー
・ホワイト型のカラー液晶ディスプレイに適用しても良
い。その場合、例えば、上記した第１及び第２の実施例
において、データ信号出力部２５

Ｒ
に供給される８ビッ

トの赤データＤ
Ｒ
と赤階調電圧Ｖ

Ｒ０
～Ｖ

Ｒ８
及びＶ

Ｒ９
～Ｖ

Ｒ１７
との関係は、図７に示すものではなく、

図１６に示すものとなる。また、上述の各実施例におい
ては、この発明をＴＦＴをスイッチ素子に用いたアクテ
ィブ・マトリックス駆動方式のカラー液晶ディスプレイ
１に適用する例を示したが、これに限定されず、この発
明は、どのような構成及び機能を有するカラー液晶ディ
スプレイにも適用することができる。
【００６３】また、上述の各実施例において、第１のガ
ンマ補正は、入力画像の輝度に対する再生画像の輝度の
特性を任意に付与するために補正するガンマ補正を施す
ことを意味したが、この例としては、ＣＲＴディスプレ
イのガンマ特性（ガンマが約２．２）に適合したガンマ
補正の他、ＣＲＴディスプレイのガンマ特性とは異なる
ガンマ特性に適合したガンマ補正を施すようにしても良
い。例えば、テレビ放送やインターネットを介して各種
商品を販売する場合、実際の商品の色柄とカラー液晶デ
ィスプレイに表示された商品の色柄とが極力一致するよ
うに第１のガンマ補正を施すことが考えられる。また、
上述の各実施例においては、第１のガンマ補正をも施す
例を示したが、これに限定されず、第２のガンマ補正だ
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けを施すようにしても良い。また、上述の各実施例にお
いては、デジタル映像データを処理する駆動回路の構成
及び動作を示したが、これに限定されず、この発明は、
アナログの映像信号を処理する駆動回路にも適用するこ
とができる。また、上述の第１の実施例の階調電源回路
２３においては、デコーダを階調電圧情報記憶部２８の
内部に設ける例を示したが、これに限定されず、デコー
ダを階調電圧情報記憶部２８の外部に設けるように構成
しても良い。また、この発明によるカラー液晶ディスプ
レイの駆動回路は、パーソナルコンピュータのモニタな
どに用いられるカラー液晶ディスプレイを備えた表示装
置にも適用することができる。
【００６４】
【発明の効果】以上説明したように、この発明の構成に
よれば、複数個の階調電圧の中から映像信号に基づいて
選択した階調電圧を用いてカラー液晶ディスプレイを駆
動するデータ電極駆動回路を有するカラー液晶ディスプ
レイの駆動回路において、データ電極駆動回路を、供給
されるデジタルの階調電圧設定データに基づいて階調電
圧特性に応じた複数個の階調電圧を生成するように構成
したので、基板実装面積を削減することができるととも
に、カラー液晶ディスプレイの解像度や階調電圧の個数
が異なっている場合であっても、共通の基板やＴＣＰを
用いることができ、これにより、基板やＴＣＰ、ひいて
は表示装置を安価に構成することができる。また、この
発明の別の構成によれば、デジタル映像データの表示と
関わらない無効期間中に、赤データ、緑データ、青デー
タのガンマ補正に関する情報を、カラー液晶ディスプレ
イとは別個に設けられた制御回路から、カラー液晶ディ
スプレイを駆動するデータ電極駆動回路へシリアル転送
するようにしたので、制御回路とデータ電極駆動回路と
を接続する配線数を減少させることができる。また、こ
の発明の別の構成によれば、赤データ、緑データ、青デ
ータのガンマ補正に関する情報を、無効期間中に、赤デ
ータ、緑データ、青データをデータ電極駆動回路に供給
する配線を利用して供給するようにしたので、さらに配
線数を削減することができるとともに、配線を有効利用
することができる。また、１回の動作で、赤階調電圧、
緑階調電圧、青階調電圧が設定されるので、処理が簡単
となるとともに、設定する時間を短縮することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例であるカラー液晶ディ
スプレイの駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図２】階調情報の各ビットＡ５～Ａ０とチャネルＣｈ
Ｒ０～ＣｈＲ１７、ＣｈＧ０～ＣｈＧ１７、ＣｈＢ０～
ＣｈＢ１７との関係の一例を示す図である。
【図３】階調電圧情報の各ビットＤ７～Ｄ０と階調電圧
Ｖ

０
～Ｖ

２５５
との関係の一例を示す図である。

【図４】同駆動回路を構成するデータ電極駆動回路２２
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の一部であるデータ電極駆動部２２

１
の構成を示すブロ

ック図である。
【図５】同データ電極駆動部２２

１
を構成する階調電源

回路２３の構成を示すブロック図である。
【図６】同データ電極駆動部２２

１
を構成するデータ信

号出力回路２５の一部であるデータ信号出力部２５
Ｒ
の

構成を示すブロック図である。
【図７】同データ信号出力部２５

Ｒ
に供給される８ビッ

トの赤データＤ
Ｒ
と赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７

及びＶ
ＧＲ１２８

～Ｖ
ＧＲ２５５

との関係の一例を示す
図である。
【図８】同駆動回路の動作の一例を説明するためのタイ
ミング・チャートである。
【図９】同駆動回路の動作の一例を説明するためのタイ
ミング・チャートである。
【図１０】この発明の第２の実施例であるカラー液晶デ
ィスプレイの駆動回路の構成を示すブロック図である。
【図１１】赤階調電圧情報Ｄ

Ｒ０
～Ｄ

Ｒ１７
、緑階調電

圧情報Ｄ
Ｇ０
～Ｄ

Ｇ１７
、青階調電圧情報Ｄ

Ｂ０
～Ｄ

Ｂ１７
の各ビットＤＲ７～ＤＲ０、ＤＧ７～ＤＧ０、Ｄ

Ｂ７～ＤＢ０と階調電圧Ｖ
０
～Ｖ

２５５
との関係の一例

を示す図である。
【図１２】同駆動回路を構成するデータ電極駆動回路４
２の一部であるデータ電極駆動部４２

１
の構成を示すブ

ロック図である。
【図１３】同データ電極駆動部４２

１
を構成する階調電

源回路４３の構成を示すブロック図である。
【図１４】同駆動回路の動作の一例を説明するためのタ
イミング・チャートである。
【図１５】同駆動回路の動作の一例を説明するためのタ
イミング・チャートである。
【図１６】この発明の変形例であるカラー液晶ディスプ
レイの駆動回路を構成するデータ電極駆動回路２２の一
部であるデータ信号出力部２５

Ｒ
に供給される８ビット

の赤データＤ
Ｒ
と赤階調電圧Ｖ

ＧＲ０
～Ｖ

ＧＲ１２７
及

びＶ
ＧＲ１２８

～Ｖ
ＧＲ２５５

との関係の一例を示す図
である。
【図１７】従来のカラー液晶ディスプレイの駆動回路の
構成例を示すブロック図である。
【図１８】同駆動回路を構成する階調電源回路３の構成
例を示すブロック図である。
【図１９】同駆動回路を構成するデータ電極駆動回路４
の一部であるデータ電極駆動部４

１
の構成例を示すブロ

ック図である。
【図２０】同駆動回路の実装状態を説明するための図で
ある。
【図２１】同駆動回路の実装状態を説明するための図で
ある。
【符号の説明】
１             カラー液晶ディスプレイ
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２１，４１     制御回路
２２，４２     データ電極駆動回路
２２

１
～２２

１０
，４２

１
～４２

１０
  データ電極駆動

部
２３，４３     階調電源回路
２５           データ信号出力回路 *
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*２５

Ｒ
，２５

Ｇ
，２５

Ｂ
  データ信号出力部

２７  シフトレジスタ
２８，４５

Ｒ
，４５

Ｇ
，４５

Ｂ
  階調電圧情報記憶部

３０，３３
Ｒ
、３３

Ｇ
、３３

Ｂ
  ＭＰＸ

４４           階調情報カウント部

【図１】 【図２】

【図３】

【図７】

【図１５】
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【図６】

【図８】

【図９】

【図１４】
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【図１０】
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【図１６】

【図２１】
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【図１３】

【図１７】

【図１８】

【図２０】
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